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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業／次世代燃料電池・水電解の要素技術開発
アニオン交換膜水電解用次世代触媒要素技術の研究開発事業
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事業の目的・目標

課題と今後の取組 実用化・事業化の見通し

アニオン交換膜水電解（ ）用の 系アイオノマーフリーアノード多孔質輸送電極（ ）の開発

本年度の主な成果
表面形態制御技術

・更なる高性能化と性能向上要因の解明
触媒調製条件の最適化、その場解析技術への取り組み

・高負荷条件への対応と劣化メカニズムの解明
より触媒の劣化が顕著な条件での耐久性試験、試験後触媒のより詳細な分析

・大面積化と生産性の向上
より簡便な生産技術の探索と性能評価
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本事業の研究開発対象
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アノードカソード

・希薄アルカリを電解液として使用
・非貴金属触媒を使用可能なため、低コスト化に期待

本技術の利点
・希薄アルカリを電解液として使用
・非貴金属触媒を使用可能なため、低コスト化に期待

➀第三元素添加によるさらなる高性能化
➁耐久性の評価と向上に向けた取り組み
③安価多孔質基材の導入と本開発技術の応用

触媒 ドーパント

耐久性評価

・長期定常運転試験 ・起動停止模擬試験

1.5 A cm-2

0.5 V vs. CE

60 s

60 s

*横浜国大様のプロトコルを参考に作成

電流制御

電圧制御

時間
200サイクル毎に活性評価

（×10回；合計2,000サイクル）

I-V (@0.2 A cm-2), EIS 

+10% +10%

ΔV = 0.45%

ΔR = 5.69%

500 nm

20 μm 20 μm

500 nm

SUS基材 Ni電析後

高性能化検討 系 の検討

1,000時間の定常運転試験前後で
ΔV = 3 mV@1 A cm-2を達成

事業目標値の をおおむね達成

基材上への 電析、触媒形成に目途

独自の触媒浴による高性能化
（ドープによる活性向上・抵抗低減など）

本事業での
取り組み

既報手法 開発アノード
（NiFe系）

表面形態の制御

アニオン交換膜水電解 本事業での取り組み

本事業で開発した 系触媒は、 という希薄アルカリ中においても
優れた活性と耐久性を示すことが分かった。アノード の作製条件につ
いては権利化を行い、社会実装に向けた連携について模索している。高
付加条件への対応や簡便な生産技術の探索に取り組むことで、実装への
障壁を低減することを目指す。

低活性層が厚く形成
FeOx, NiFe2O4, NiOx などが生成 NiFeOOH を選択的

に薄層で形成
不純物層の形成を抑制FeOxFeOx NiFe2O4NiFe2O4

Ni 基材Ni 基材

原料 添加剤なし 添加剤あり

Fe3+ Fe錯体n+

添加剤による錯形成

・核成長速度の制御
・雰囲気制御

添加剤なし 添加剤あり

・触媒形成のイメージ図

第三元素添加量と の最適化により、
前事業からセル電圧を 低減

Tcell = 50℃, 1wt% KOH, 1 cm2

AEM: PiperION A40
Cathode Dry

Tcell = 50℃, 1wt% KOH, 25 cm2

AEM: PiperION A40
Cathode Dry

Tcell = 50℃, 1wt% KOH, 1 cm2

AEM: PiperION A40
Cathode Dry


